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A 103 96 十7
B 81 97 一6
C 74 92 一18
D 54 86 一32











































































平均行動時間㈲ 動作の占有率岡 動作頻度㈲ 動作頻度二言 標準偏差㈲
ワ　　ラ　　ウ 11．53 0．70 1 0．82 0
ニ　　ギ　　ル 37．12 58．38 26 21．32 30．74
ク　　　　　チ 5．32 11．58 36 29．51 12．66
フ　　　　　　ル 27．93 3．38 2 1．64 12．07
タ　　タ　　ク 20．51 17．37 14 11．48 19．67
タカイタカイ 37．57 2．28 1 0．82 0
ス　イ　ミ　ン
ミシラヌヒト 594．07 36．00 1 0．82 0
グ　　ズ　　ル 30．49 9．22 5 4．10 34．80
ミ　　ル　　ク 38．42 9．30 4 3．28 12．35
オ　ン　セ　イ 5．35 2．59 8 6．56 2．40
ハ　　ナ　　ス ．　8．10 1．96 4 12．90 3．73
ワ　　ラ　　ウ 5．87 0．71 2 6．45 0．23
ア　　ヤ　　ス 26．66 1．61 1 3．23 0
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図2　テスト場面における母児の心拍数の変動
な乳児の情報やストンス状況が生理的反応として反映されていると考えられた。
考 察
　今日子供の発育発達や人格形成に及ぼす母子相互作用のもつ意義が重視され，多方面か
ら解明されてきている。例としてVTRを用いた行動観察に加え，母子のコミュニケーショ
ン状況を顔の表情のコンピュータ画像処理を行ない，両者の口の動きに強い関連があるこ
とを明らかにしている1）。即ち母親の口の動きに2．5秒おくれて乳児の口が動き同時に乳児
のロの動きに1．5秒おくれ母親の口が動いているという。またサーモグラフィを使った乳児
の情緒反応については2），乳児の情緒変化，ストレスに対する反応の指標として鼻部領域の
温度変化をみると，母子分離時2～5カ月児では皮膚温の低下を認められるという。さら
に生後2～4日目の新生児のコンピュータを用いたエントレイントメント研究では5）母親
の話しかけに同期して体刑を動かし，エントレイントメントを起こすことが報告されてき
ており，母児の相互関係がすでに生後2日目の新生児でも密接にあることが示めされてい
る。そして，母子相互作用における適正な母親行動は子供の注意やリズムを敏感に感知し，
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そのリズムや変化に同調して絶えず自己の行動を調整しつつ働きかけることが必要とされ，
また子供の発達段階にあわせて母親行動を適切に変容させることの大事さがいわれてい
る6）7）。
　今回は母子相互作用における愛着形成がなされつつある生後6カ月前後の乳児の発達と
母子相互関係についてVTRを用いた行動観察と同時に生理的変化を心拍数の変動から検
討を試みた。その結果生後環境要因殊に母性的養育者の差異による家庭児と施設児の発達
の様相は著しく不適切な養育行動に起因する場合，施設児のD児にみる如く乳児の精神発
達は大きく疎外されることが認められ，人生早期からの適正な養育行動のあり’方は家庭的
であれ，施設児であれ乳児発達にとって重要な要因であることが再確認されるものであっ
た。テスト場面における行動観察においても家庭児の事物や人への興味関心，身の入れ方，
反応の敏感さ，感情や情動表現においても施設児にくらべ豊かであり活動量も多く生き生
きとした表情で反応も敏活であった。しかし施設児においても保育者と乳児の親密な相互
関係の形成は保育刺激の量，質，多様性をさらに増すことにより家庭児との差異を小さく
するものであり，発達上の取りもどしも可能である。
　心拍数の変動からテスト場面における母児の生理的反応を観察したが，心拍数の変動は
母児ともに強い動作時や快・不快感情の強い表出の場合にみられた。心拍数の変動には個
人差はみられるが，母親と乳児の心拍数の変動はほぼ同調した傾向がみられた。他方施設
児の場合，家庭児同様ぐずる・泣く，ミルクを飲む時心拍数は上昇するが，平静時軽い動
作時においても施設児の心拍数はやや高い傾向が認められた。それはテスト時見知らぬ女
性のピザに抱かれていたことから乳児に心理的緊張，不安感が生じており，生理的変化へ
微妙に反映されていたものと考えられる。このように心拍数は情動の変化やストレスを微
妙に反映し生理的反応のひとつの指標として母児双方の心拍数の変動から母子相互作用の
変化や特徴を判断することが出来，しかも簡便かつ有効な測定方法であるとも思われた。
結 論
　今回は6カ月前後の乳児の発達と母子相互作用について発達テスト場面における行動観
察と同時に捨児双方の生理的変化を心拍数の変動から検討を行った。．
　その結果，①家庭児の発達の様相はBayleyの乳幼児発達検査において，精神発達指数の
平均値107．3，運動発達指数の平均値100．3であり，全体的にはすべて正常な範囲であった。
他方施設児は4名であり少数例であるが，運動発達は順調であったが反面精神発達の著し
く低い発達指数54の男児もみられた。本甲の原因は生後環境要因である殊に母親のパーソ
ナリティ　（母親の疾病）に負うところが大きく，早期からの適正な母性的相互作用が効果
的に形成されにくい条件下に長期間（6カ月間）おかれていたことが大きく考えられる。
　②テスト場面における行動観察では家庭児は事物（テスト用具）に対しての身の入れ方，
事物への接近，活用，注意の量，刺激に対しての反応のしゃすさ，敏活さおよび人に対す
る反応は豊かであり活発である。他方施設児は全体的に，おとなしい。事物に対しての興
味や関心がややうすく，用具をじっと握っているだけ，あるいは無視することの比率は多
くみられた。人に対しては見つめるが微笑や発声は家庭児より少ない。しかしイナイイナ
イバーやタカイタカイの項目には微笑反応がみられた。身体接触を伴った児への接触や働
きかけは保育刺激の大事な要因であるといえる。③テスト場面における生理的変化を心拍
乳児の発達と母子相互作用に関する心理・生理学的研究 93
数の変動から検討した。母親と乳児の心拍数の変動は母児ともに強い動作時や快・不快感
情の強い表出の場合にみられた。乳児ではぐずる・泣く，授乳時に心拍数は必ず上昇し，
母親は乳児が見知らぬ男性に抱かれている時，乳児がぐずる・泣く，タカイタカイをする
時必ず心拍数は上昇している。また乳児は強く手や用具で机をたたいたり，ベルを鳴らし
たり，喜んだりする時にも心拍数は上昇してくるが，母親も乳児の強い動作時や喜びの時
に上昇がみられ，母児の心拍数の変動には個人差はあるがほほ伺調する傾向が17名中12名
にみられた。他方施設児は家庭児同様ぐずる・泣く，ミルクを飲む時心拍数は必ず上昇し
てくる。そして平静な軽い動作時の心拍数は家庭児よりもやや高い傾向が認められた。そ
の原因はテスト時見知らぬ女性のピザに抱かれていたため乳児に心理的緊張や不安感が生
じ，生理的変化に微妙に反映されていたものと考えられる。
　このように母子相互作用を判断する上において，母児双方の心拍数の変動から母子相互
作用の変化や特徴を知ることが出来，しかもひとつの有効な方法とも思われる。
　稿を終わるにあたり，心よく調査にご理解ご協力をいただいた母親とその乳児，ならびに多くのご理解ご
高配をいただいた長崎市北保健所長松幽静宗先生および長崎市立元乳児院長林さわ子先生に深く感謝の意
を表します。
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